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持株会社制への移行

ネクスグループ
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ネクスグループ持株会社制へ移行

マクロ環境の大きな変化に対応し、各事業の機動性を確保するととも、グループシナジーを追求する
柔軟性を確保する体制を構築します

高付加価値ハードウェア通
信モジュール

ネクスグループ

ネクス
イー旅ネット
ドットコム

ウェブトラベル

ネクス
ソリューションズ

ケア・ダイナミクス

高付加価値ソフトウェア

スマホ／ストック収益

総合クラウドソーシング

リテールビジネス

ハード・ソフト・通信技術
を介護事業者へ提供

ホールディングカンパニー農
業・ロボット等のR&D

マクロ環境が大きく変化→機動性と柔軟性を両立した体制

ハード／ソフト開発の一貫体制

クラウドソーシングプラットフォームの拡充

高付加価値サービスを介護事業者へ提供
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今後の事業展開

イー旅ネットドットコム
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イー旅ネットドットコムを取り巻く市場環境

株式市場の動向→早期の株式公開

• IPO市場の活況

• クラウドソーシング企業の上場（リアルワールド社、クラウドワークス社）など、その事業の将来性が高く評価され、当社のビジネスモ

デルは市場から十分に評価される可能性

• クラウド事業を拡大していくにあたり、現在のアセット・ケイパビリティを転用することで、早期に強力なプラットフォームの構築が可能

為替の動向→円安／外需（インバウンド需要）の取り込み

• インバウンド（外需）取り込みの重要性が拡大

• 海外での販売価格が実質的に低減可能となり、利益転嫁／価格低減が容易化

• 同様に、海外売上シェアも重要

人口動態→労働力の効果的な確保

• 縮小する労働力を効果的に補填する／優秀な労働力を集めることの重要性の拡大

• 優秀な人材をはじめ、社員として十分に需要に合った労働力を確保することが困難に

• 魅力的な採用戦略、社員の評価と待遇の検討、アウトソーシングの活用など、労働力の確保に向けた取り組みがより重要化

イー旅ネットドットコムを取り巻く市場環境を以下のように捉えています
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イー旅ネットドットコムの事業拡大および株式公開

縮小する労働力を活用するとともに、円安を背景としたインバウンド需要を取り込むことで事業拡大

し、早期に株式公開を目指します

現在の事業領域
旅行業以外の
コンシェルジュの

組織化

インバウンド需要の取り込み

アウトバウンド

インバウンド

旅行業のクラウドソーシング 旅行業以外のクラウドソーシング

クラウドソーシング
のノウハウを横展開

オンライン旅行業の
ノウハウを横展開

訪日外国人の増加

クラウド
ソーシング市場

の拡大
人
口
動
態↓

労
働
力
の
効
果
的
な
確
保

為替の動向→円安／外需（インバウンド需要）の取り込み

株式市場の動向→早期の株式公開
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今後の事業展開

ケア・ダイナミクス
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介護を取り巻く環境

拡大する

要介護者

不足する

介護者

• 75歳以上の高齢者が1646万人（ 2015年
）から2055年には2401万人に増加

• また、介護期間も長期化

• 他の業種に比べても低い賃金、夜勤など
精神的・体力的にもきつい業務に起因する
高い離職率

• 訪問介護員の高齢化（約3割が60歳以上）

注： 平成24年度介護労働実態調査 （（財）介護労働安定センター）

高齢化、要介護者が増加する中、介護者の不足の問題が顕在化しており、その解決がケア・ダイナミ
クスの大きな使命と考えています
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ケア・ダイナミクスの今後の事業展開

ソフト

ウェア

通信技術
ハード

ウェア

従来のソフトウェアに加え、ハードウェアと通信技術を拡充することにより、介護にかかわるすべての
関係者に最良のサービスを提供する「総合介護事業支援企業」への転身を図ります

ASPサービス

「Care Online」の提供

ICTの活用による

ソリューション提供

介護ロボットの

開発・運用支援

• データの一元管理と現場にフィット
した操作性

• 介護ロボットのソフトウェアの開発推進

• ロボットに限らず、介護のあらゆる現場用途に
活用

• 介護施設へのロボットの導入・運用を支援

• また、グループ会社のバーサタイルの保有するケ
イパビリティを継承し、継続的な運用支援を実現


